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情報リテラシー教育の実践状況の調査結果

１．実施目的

学士力として求められる「情報リテラシー能力」の教育の在り方を研究するため、リテラシー教育
の実践状況についてアンケート調査を行った。分科会として整理分析した上で大学教育に求められる
分野共通の情報リテラシー教育のガイドラインをとりまとめた。

２．実施方法

調査は、情報リテラシー教育の内容をおおまかに把握した上で、ガイドラインの基礎となる到達目
標の実践状況についてたずねた。情報リテラシー教育でとりあげている授業の内容をおおまかに把握
するため、加盟校教員を対象に教育問題の意見交流を希望する情報関係分野のサイバーＦＤ研究員に
平成23年6月にメールによるアンケートを実施したところ約50名からの回答が寄せられた。さらに、23年
7月に大学としての情報リテラシー教育の取り組み状況を把握するため、短期大学を除く加盟大学292校
に調査した結果、119校、４割の回答があった。

３．調査結果

（１）情報リテラシー教育の内容

リテラシー教育に比較的熱心な教員の方々の傾向を読み取るため、記述いただいた中からキーワ
ード検索した結果、情報倫理教育、文書作成、表計算等は多くとりあげられているが、データ解析、
データベース、リスク管理、モデリングなどのデータの取扱いに関する取り組みは極めて少ない。

（２）情報リテラシー教育到達目標の実践状況

本協会で７つの到達目標を整理して大学にそれらの取り組みについてたずねたところ、「倫理に配
慮した加工・表現・発信」、「文章表現・統計計算」、「情報社会の理解とセキュリテイ対策」について
は７割から９割の大学が実施していることが判明した。一方「コンピュータの仕組みと原理」、「コミュ
ニケーション」は６割程度、「情報の信頼性を選別・識別」は４割、「モデル化、シミュレーション」
は２割程度の実施に留まっている。
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（３）情報リテラシー教育の教育課程

大学として情報リテラシー教育を教育課程の中でどのように位置付け、どのような方法で実施し
ているかたずねたところ、78％の大学が初年次教育と情報部門センターで実施しており、学修プロ
セスに見合って発展的に学ぶシステムとなっていない。なお、２割の大学は初年次教育に加えてキャ
リア教育の中でも実施しており、卒業までに身につける能力の定着化に取り組んでいることがうか
がえる。

（４）情報倫理教育の実施状況

上記(２)の情報リテラシー教育到達目標の実践状況の中で、「収集した情報を情報の倫理に配慮し
て、加工・表現・発信できるようにする」に取り組んでいる大学が74％となっていることから、情
報倫理教育がどの程度実施されているかを分析するため、キーワード検索したところ、７割の大学
は授業で情報倫理をとりあげておらず、ホームページ、電子メール、文書・表計算ソフトの活用法
などに終始していることが判明した。積極的に授業を実施している大学は３割に留まっており、情
報倫理教育の普及が大学の課題であることが浮き彫りになった。
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（５）上記調査結果による現状分析

①　情報リテラシー教育は実施されているが、大多数の大学は初年次での実施に留まっている。
実施している内容は、大学間のばらつきが大きく、情報リテラシーを大学卒業時の｢学士力｣と
捉えた場合、それを保証できるカリキュラムとはなっていない。
大学教育の中での情報教育の位置づけが不明確で、初年次教育・キャリア教育に集中してい
る。情報リテラシー能力を活用できるようにするには、あらゆる分野の授業の中で学士力の汎
用的技能の一環として分野別教育で情報教育をとりあげ、学修活動での実践を通じて確実に身
につけさせることが必要となろう。

②　情報リテラシー教育の内容については、「収集した情報を情報の倫理に配慮して、加工・表現・
発信できるようにする」に取り組んでいる大学が大半となっているが、実際に情報の倫理をと
りあげている大学は３割と極めて低い。高度情報社会の最大の課題は人間の心の問題で、情報
社会に参画する適切な態度を身につけることが要請されてくる。人間の本能と理性のバランス
を適切に自己管理できるようにする人格形成の場が必要である。その意味で情報倫理の教育を
人格形成教育の入口として、あらゆる分野で展開することが必要となろう。

③　「情報の識別、信頼性の知識・技能」、「ソフトの使用結果をそのまま信用せずに批判的に吟
味」、「モデル化・シミュレーション｣に取り組んでいる大学は少ない。課題解決能力の一環として、
情報の正確性や信頼性を識別し、発信者の意図を読み解く能力と計算結果を鵜呑みにせず、解
の妥当性を判断する情報の科学的能力がますます重要となってくる。文系、理系、医歯薬系を
問わず、学問分野共通のリテラシー教育として様々な場面で教育を実施することが必要となろう。

④　情報の取り扱いに関する問題は、ケーススタディによるグループ学修を通じて身近かな問題
として認識させることが重要で、専門教育の様々な場面において取り上げていくことを学内で
共通理解しておくことが望まれる。それには、教員の指導能力の開発が必要であることから、
大学のガバナンスに向けてＦＤ対応の提案を呼びかけていく必要がある。本協会などと連携し
て積極的に取り組まれることが望まれる。
そこで、本分科会では、情報リテラシーを大学卒業時の学士力と捉え、社会から求められて
いる力及び高等学校までに学ぶ内容を勘案して、情報社会で生き抜くために必要となる心構
え・知識・技能を洗い出し、「到達目標」、「到達度」、「教育・学修方法の例示」、「到達度の測
定方法｣をガイドラインとしてとりまとめた。

情報倫理教育の考察

１．情報倫理教育の必要性

情報通信技術の革新は、地球規模に開かれた情報交信を展開することで、万人が情報を共有し、
経験と知恵を分かちあう地球社会の共生を可能にしている。社会生活はもとより政治、経済、医療、
介護、教育、文化など、あらゆる分野で情報が活用され、人類などの福祉増進に貢献している。し
かし、反面、情報通信技術を不正に用いて、社会の秩序を乱す行為が広域的に増大・過激化してお
り、情報の利用に対して大きな社会不安を招いている。
情報の不正行為の防止には、法的規制や技術的対策があるが、対処療法的には有効であっても決
して万全ではない。法を犯さなければ情報をどのように使用してもよいと考え行動する結果、情報
の適正な利用が著しく歪められ、人間社会としての共同体を存続・発展させる道理、いわゆる｢倫理」
を阻む危険性が顕著となってきた。情報倫理の問題は、高度情報社会に生きる人間の在り方にかか
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